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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大阪府環境保全課の中村と申します。
本日は、今年度より届出等を開始しております「大阪府化学物質管理制度」について説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日お話させていただく内容ですが、
まず、現行の制度が制定されるに至った背景をご説明し、次にその制度の概要をお話いたします。
また、大阪府域における化学物質の現況をご紹介した後に、今後の取組について簡単に述べたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、現行の化学物質管理制度の制定に係る背景・経緯ですが、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様ご承知のとおり、国内では非常に多くの化学物質が使用されており、これらは我々に豊かな社会をもたらす反面、
人や生態系に悪影響を及ぼすことも懸念されております。
このことから、我が国では、化学物質の輸入・製造・取扱に係る規制、環境への排出に係る規制や管理に関する制度が
順次整備されてきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質対策に係るわが国の法律は、大きく３つの体系に分類されるようですが、
一つ目が輸入・製造等の段階での規制を担う化審法等、
二つ目が環境への排出段階での規制を行うための大防法・水濁法等、
三つ目が、規制的措置ではなく、自主的な化学物質の管理促進を促すための化管法等
であり、それぞれが連携しながら運用されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方、大阪府におきましては、平成6年11月に施行した条例において、
独自に設定した化学物質のうち、その毒性や発癌性を考慮し、規制的手法を講ずべき物質と考えられる22物質
について、大気中への排出規制を目的に工場・事業場に対して規制を行うとともに、大防法に先行した取組と
して、光化学オキシダントや浮遊粒子状物質の発生抑制のために、炭化水素類（今でいう揮発性有機化合物：
VOC）についても排出規制を行ってきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、化学物質の自主的な取組の促進のために、平成7年5月に策定した「大阪府化学物質適正管理指針」に基づき、
独自に設定した化学物質のうち、管理的手法を講ずべき物質と考えられる123物質について、管理規定類の作成・報告、
管理組織の整備、物質の使用量・製造量等取扱量の記録報告を求める等、化管法に先行した取組を行ってきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その後、化管法の制定や大防法の改正により、自主的な取組の促進に関する府指針と法との役割等
について整理を行う必要が出てきました。
一つ目は、府指針の対象が大気排出に限定されている点、
二つ目は、府指針の対象物質と化管法の指定化学物質に重複がみられる点、
三つ目は、化学物質の管理計画を具体的に策定している事業者が少ない点、
四つ目は、VOCの排出量削減の検証・評価の仕組みが分かりにくい点です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドに示しました課題を解消するために、大阪府では、既存の適正管理指針を見直し、
新たな制度を構築することとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、現行の化学物質管理制度の概要を説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現行の制度は平成19年3月の条例改正より始まっており、制度に基づく届出は、今年度から開始されました。
また、化管法新施行令の施行に合わせて、この10月に条例の規則改正も行っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
制度の大きな目的は、化学物質による環境リスクを低減することとなっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目的を達成するための手法としまして、
PRTR制度を補完し、さらなる自主的管理の促進することを念頭に、
○PRTR対象物質に府域で使用等の実績のある物質を加えた管理化学物質の設定
○取扱量も含めた届出や、化学物質の管理計画やその削減に関する管理目標の届出
○化学物質の現状を事業者・府民等に周知するための結果の公表
○その他として、リスクコミュニケーションの推進等
を実施することとしております。
次からのスライドで個々について簡単に説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、管理化学物質ですが、
管理化学物質には化管法と同様の観点から、第一種と第二種がありますが、ここでは
届出の対象となる第一種について示しております。
第一種管理化学物質は、化管法の第一種指定化学物質と大阪府の独自指定物質及びVOC
からなっております。
VOCについては、塗装・印刷・接着過程で用いられる物質以外については、1気圧で沸点
が150℃以下のものを対象としており、第一種指定化学物質や大阪府独自物質に該当する
ものも含まれております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大阪府独自指定物質の一覧表です。府域で使用実績の多い23物質が指定されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に届出制度についてですが、
まず、第一種管理化学物質について排出量等の届出、
次に、管理方法や緊急時の対応に関する管理計画書の届出、
そして、削減等の目標及びその状況に関する届出
を課しております。
また、緊急事態が発生した場合には、応急の措置、発生原因、再発防止のために講じた措置
の概要等の届出を課しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
排出量等の届出ですが、
届出対象の規模要件等は、基本的にはPRTR制度と同じですが、
府の管理制度では、取扱量の届出を行うことになっております。
取扱量の届出については、PRTR制度を制定する際に議論があったと聞いておりますが、
事業活動の指標と考えられる取扱量と排出量とを比較することにより、環境への負荷の
削減への取り組み状況が把握できることから、届出を課すこととしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、府の管理制度の特徴であるVOCの届出についてですが、
VOCは有害性だけでなく、光化学オキシダントや浮遊粒子状物質の原因物質としての
一面を持つことから、VOC対策と併せて届出を課すこととしております。
なお、VOCにつては、他の物質と異なり、総量として年間取扱量が１トン以上の場合に
届出を課すこととしております。これは、大阪府域では多種のVOCを取り扱う金属製品
製造業や出版印刷関連の中小の事業所が多く、個々のVOCでは１トンに満たなくても総
量では１トン以上となるケースが多いことによります。
このことにより、VOCの自主的管理や削減状況を届出値から把握することが可能となり
ます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
排出量等の届出についてですが、
PRTRの対象物質については、排出量と移動量についてPRTR制度に基づく届出が
なされますので、府条例での届出が取扱量のみとしております。
府独自指定物質とVOCについては、排出量・移動量・移動量を届出することとな
っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、化学物質管理計画書の届出についてですが、
排出量等の届出対象となる事業所のうち、常時使用される従業員数が50人以上の
事業所が対象となります。
届出内容は、２部構成となっており、一つは化学物質の管理体制、もう一つは緊
急事態に対処するための計画です。
この計画書はISO14001等の環境マネジメントシステムの化学物質管理対応版と言
えるもので、事業者が化学物質の適正管理を自主的に行う上で必要と考えられる
規定を事業者自ら作成していただくものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、化学物質管理目標決定及び目標達成状況の届出についてですが、
届出対象は、先の管理計画書の届出対象となる事業者になります。
届出の内容及び趣旨ですが、事業者が化学物質の適正管理について、
ＰＤＣＡサイクルを構築していただくことにあります。
まず、事業者自らが化学物質の削減等に係る目標を設定し、その目標を
達成するための方策について計画を立てていただきます。次年度以降に、
その目標を達成するために実施した対策と目標の達成状況を確認し、至
らない場合は見直しを行っていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各種の届出は毎年度4月1日から9月30日の間に提出していただくことになっております。
また、届出内容の確認等のための事業所への立入が条例の規定により可能となっております。
なお、平成21年度の予想届出件数は、平成20年度のPRTR届出件数から、排出量等が約1,300、
管理計画及び管理目標が約560件と推定されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
届出された内容については、条例の規定の範囲内で毎年度公表し、事業者や府民に周知する
こととなっております。
なお、届出制度は今年度から始まったところですので、公表は今年度末から行っていくこと
になります。
また、リスクコミュケーションについては、大阪府域において先進的な事業者が地域住民を
対象に実施する事例はありますが、大阪府としての取り組みは今のところなく、今後計画的
に実施していきたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは次に、大阪府域における化学物質の現況について説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、PRTRデータによる大阪府域における化学物質の環境中への排出量の経年変化ですが、
年々減少傾向にあることが分かります。
赤色でPRTR対象のVOC排出量を示しておりますが、こちらも減少傾向にあることと、全体の
約8割程度を占めていることが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成19年度のデータですが、全排出量のうち届出排出量は約3割となっております。
また、事業所からの排出量が全体の約7割を占めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県別でみると、大阪府域からの排出量は全国で6番目に多い量となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、可住地面積あたりの排出量でみれば、東京都に次いで全国2位となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
排出量の多い物質は、トルエン、キシレン、ジクロロメタン、エチルベンゼン等のVOCが上位を占め、
全国でみた場合と同じ状況になっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
排出量の多い業種では、金属製品製造業、出版印刷関連産業が１位、２位を占め、
全国で１位及び２位の輸送用機械器具製造業及びプラスチック製造業は６位及び７位となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質の排出及び移動先でみますと、大気への排出が約35％、廃棄物としての移動が約60％
を占めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にVOCですが、平成19年度のVOC排出インベントリによれば、大阪府域のVOC排出量は
全国で６位ですが、可住地面積あたりでは東京都、神奈川県に次いで全国３位となってお
ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PRTR対象のVOC上位20物質について平成17から19年度の経年変化を示しましたが、
ほぼ全ての物質で削減がみられております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、大阪府環境農林水産総合研究所でのVOCの環境モニタリングデータを示しました。
モニタリングを行っている物質のうち、上位20物質に含まれるPRTR対象物質は8物質であ
り、その他の直鎖・側鎖アルカン、エステル類、アルコール類、ケトン類が多いことが分
かります。
また、環境大気中のVOC濃度も概ね減少傾向にあることが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トルエン、キシレン、ジクロロメタン及びベンゼンの経年変化について、PRTR
排出量と環境濃度とを同じグラフで示しました。
その結果、排出量と環境濃度とは概ね類似した変化をしめすことが分かりました。
このことは、VOCの削減の成果が実際の環境濃度に反映されていることを事業者や
府民に知っていただく格好の事例であると考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、常時監視データでVOCに関連する非メタン炭化水素類の濃度についても、
年々減少していることが分かりますが、その一方で、光化学オキシダントは増加
傾向にあります。
これは、窒素酸化物の減少よりもVOCの減少が緩やかであるためとも言われてお
り、今後もさらなるVOCの削減が必要であると考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にダイオキシン類関係ですが、
大阪府域のダイオキシン排出量については、平成12年の特別措置法の施行により、
大幅な削減がみられております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ダイオキシン類の環境濃度ですが、
大気については、平成15年度以降、全ての基準点で環境基準が達成されております。
一方、河川水質については、底質中に蓄積しているダイオキシン類の影響で未だ環境
基準値を超過している地点もみられております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、有害大気汚染物質モニタリングの結果ですが、
環境基準値のある４物質について、平成19年度は全ての地点で環境基準を達成していました。
また、指針値のある７物質についても、年平均値が指針値を超える項目はありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、河川中の要監視項目についてですが、
27項目のうち、指針値のある25項目について、検出されることがあっても、
年平均値が指針値を超過することはありませんでした。


3. ARFSICE 3 E#MBEORR oo I
P F OARf#®

PFOA®DIRIBEKE= 9U/7ﬁﬁ

F FFFFF O
AT AT

F G G
\/\/\/\/\

F—G C C C 0]
/ 4 % /N

F F |= F FF F
IN=2)LZ0FADZ VEE (PFOA)

OXMR TR FRIOFEEICHIRIIAE —
O - TR TEREDOPFOA
(K=70A0% 5 2 B) KR
NEZENS, EMMICIRIRE=%
YV IERIELTLS,
ORBEAICIFP FOA &84S - (BT
BEEMAULBL T3, Rt
REEPALORBMT20FICLET 4912%w
BMEBERDLTLS, -
ORBRTHERTE BREL OIETERSEREL. P F OAICH3REZEA -
HREEEZLEGIC. RENEPREFERTEMRT S, —Hri->LRVMEA

S— =

21T,

,,,,,

41


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学物質の現況については最後になりますが、
パーフルオロオクタン酸（PFOA）についてです。
大阪府では平成19年度に神崎川水域の河川・地下水で高濃度のPFOAが検出されたことから、
定期的に環境モニタリングを行っております。
流域内にはPFOAを製造・使用する事業所が立地しておりますが、日本では規制項目とはされ
ていない中で、削減への自主的取り組みをされております。
今年度から、大阪府、地元市、事業者の３者で連絡会を設置し、情報交換・共有・支援等、一
体となった取り組みを行っております。


i 4. SO HAH

» (EFYERRESHITIRET HT=OIZ, BX
FOMYiEAZEKIYRIET D,

» KERFFOFIRGEHRSFTEICIHEFEMEIC
FARBIVRAVDERREIZME DTS,

42


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、今後の取り組みについて説明いたします。
今後、大阪府としては、既存の取り組みをより強化するとともに、次年度に策定
する新環境総合計画の中にも引き続き化学物質対策として「化学物質による環境
リスクの管理促進」を位置づけてまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な内容については、まだ素案の段階ですが、
大阪府としましても、国際的な動向にあわせて、2020年度までに環境リスクの
高い化学物質の使用量を可能な限り抑制することを目標に掲げたいと考えてお
ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目標の達成に向けては、
化学物質の使用量・排出量のさらなる削減、
リスクコミュニケーションの普及、
化学物質に関する知見や情報の充実と周知
等が必要となると考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、事業者・行政・住民・NPO等の各主体がそれぞれの取り組みを積極的に
行っていく必要があると考えております。
また、具体的に取り組みを進めていくための数値目標を示す必要もあると考え
ております。

今後とも地方自治体である大阪府としてできる取り組みを進めてまいりたいと考えております。
何卒、ご指導、ご助言、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご静聴ありがとうございました。
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